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要         旨 

 当該博士論文において西尾咲子は、３種類必要とされている銀河に存在する暗黒

物質（DM、ダークマター）をニュートリノによって統一するシナリオを提案した。 

 この３種類のDMは、質量の違いに対応してhot、warm、coldと呼ばれている。 

 西尾は５次元のカルーザ・クライン模型を用いて、ニュートリノの質量行列を調

べた。５次元座標を円にコンパクト化し、更にそれを半分にするZ2プロジェクショ

ンを課した。このとき各種の場に対して、Z2プロジェクションによるZ2パリティを

うまく選択することによって、通常の左巻きニュートリノをhotDM、右巻きニュート

リノをwarmDM、カルーザ・クライン第一励起状態をcoldDMとする、DMの統一シナリ

オを提案した。この模型には、ディラック質量とマヨラナ質量を出すために、２種

類のヒッグス場が導入され、その５次元座標依存性が３種類のDMの質量および混合

を与えるシナリオとなっている。 

 このシナリオを伴銀河である「いて座矮小銀河」がわれわれの銀河と衝突すると

きのメリーゴーラウンド的な運動から検証する提案も行われた。この提案によっ

て、３種類のDMの質量および銀河における存在比を検証できる可能性がある。 

 以上から本博士論文は、今後のダークマターの研究において重要な寄与をする優

れた研究であると評価することができる。 
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